



















値のない研究対象となって まったのであろうか。そ 答えは「否」であ 。 「地方創生」や「持続可能な社会」などとい
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地名と街づくり 　　
























式による住居表示の実施基準」 （告示第一一七号）を示し、街区方式によって町の区域が従来と変更になった場合、 「新しく町を設け又は町の名称 変更する ことを求め、 「町の名称 決め方」として三つの基準を掲げた。その第一項に「できるだけ従来の町の名称（当該地域における歴史 伝統 文化の上で由緒ある名称を含む。 ）に 拠して定め ことを基本とすること」と指針を示し が、実際には丘でもない土地に「希望ヶ丘」だとか「光が丘」と付けたり、東西南北を付して区域を分割するだけの無味乾燥な名称も少なくなかった。そうした地名＝町名には、従来の地名が有していた歴史性や地形的特徴などは反映されていない。
　もちろん、そうした新しい地名が一概に否定されるべきではない。問題なのは、その土地に暮らす人々が地名に愛着を感
じ、その土地 「ふる と」として認識し、その土地 住み続けようと思えるのかどうか ある。街づくりはここから始まる。つまり、地名は街づくりにおける基本的要素のひとつと考えることができる。
　これから地名と街づくりとの関係につ て、柳田國男と不動産会社山万（以下、山万と略す）の実践を通して考えてみる
ことにす が、その前に柳田の歴史観を確認 おく必要がある。



































しかし、為正氏によればそれは「ウソ」であっ 。当時柳田は しばしば仲間を養家に集めて研究会を開いていた。婿養子の立場と ては、養父母に対して相当気兼ねをしていたらしい。思う存分研究活動 するため、自分の家が欲しかっ のである。
　柳田が移り住んだ頃、喜多見にはまだ江戸時代の農村風景が残っていた。その頃の様子を次のように語っている 「私達































る。明治二十年のことであった。利根川のほとりでのんびりと暮らしたのもわずかに三年間で、明治二三年には進学準備のため下谷区徒士町（現台東区）の次兄井上通泰の家に寄宿するこ となっ 。明治三十年に東京帝国大学法科大学に入 してからは、次兄の家を出て一人暮らしをするようになる。その後明治三四年に柳田家の養嗣子として入籍し、市谷加賀町（現新宿区）での新婚生活が始まる。昭和二年に砧村喜多見へ移住するまでの二六年間、柳田の生活拠点は市谷加賀町であった。そこ 役所へ通勤し、そこで五人の子供が生まれているの あるから、柳田にとって市谷加賀町が第二の故郷として認識されてもおかしくはなかった。しかし、市谷加賀町は柳田に ってひとつの通過点でしかなかったのである。
　昭和二年からこの世を去る昭和三七年まで、人生の中でもっとも長い歳月を過ごした世田谷区喜多見が柳田にとってふる
さととなった。そ は結果と てではなく 移住当初から柳田は喜多見をふ さととして認識するように っていた。
　長男が通っていた成城学園の移転に伴い、偶然に喜多見で暮らし始めた柳田ではあるのだが、柳 はその偶然を必然とし














































































若林村・経堂在家村の八つの村々が明治二二年に合併して成立した近代行政村である。同じように、駒澤町などにも多くの藩政村が含まれていた。その数は世田谷区全体で四二ケ村を数える。江戸時代の支配形態としては、大名（彦根藩）領の他、幕府直轄領、旗本領、寺社領とに分かれ いた。いわば寄 所帯としての集合体であった。世田谷はその中のひとつの地名に過ぎない。もちろん、そうした状況は世田谷区に限ったことではなかった 多く 市区町村が負わねばならなかった歴史である。
　では、そうした寄合所帯を、ひとつ 共同体としての街にするためにはどうすればよいのか。世田谷区の取り組みを見て





な生活環境のまち／充実した福祉と安定した地域 生活 いとなめるまち／すぐれた教育 香り高い文化を享受 き まち／区民の交流によるいきいきとしたコミュニティのあるまち」
　これら四つの項目に示されている世田谷区民共通の区の将来像を実現するため 、 「ふるさと区民祭り」を始めとする様々














の結果、 「まちの散策（散歩道の紹介） 」 紹介四八．一％と「郷土の歴史、文化財」の四〇．八％が他を引き離して圧倒的
に多いことが判明した。この結果が何を意味しているのかといえば、区民の多くが世田谷区がどのような街であるのか知りた と望んでおり、世田谷区をふるさととして捉えようとする区民の意識の表れ 見ることができ 。
　すなわち、 「まちの散策（散歩道の紹介） 」は世田谷の風景















として受け取ったのが二万八千坪の広大な山林であった。その山林は横須賀市南部（現在の横須賀市ハイランド）に所在しており、嶋田 が山頂から眺めて見たところ、相模湾と東京湾の両方を見渡すことのでき 絶好のロケーションにあることがわかった。 宅地開発し、分譲住宅地として売り出すことを思い付き、さっそく実行に移した。それが湘南ハイランドである。昭和四十年三月に 着手し、三年後の昭和四三年一月に販売を開始してい 。
　湘南ハイランドの成功に自信を持った嶋田氏は、 「繊維はワンシーズンで流行が終わってしまうし、また流行に当たるか




型」不動産業を目指した嶋田氏は、その夢を叶えてくれる土地を探すことになる。それがユーカリが丘であった。ユーカリが丘の地は千葉県の飲料水を供給する印旛沼に近いことから、乱開発されることはないだろうと確信した嶋田氏は、 「自然と都市機能が調和した二一世紀の新環境都市」を開発コンセプトに掲げて事業を開始す 昭和四六年五月のことであった。だが、用地買収は思うようには進まない。開発計画に理解を示してくれない五百戸の農家を、嶋田氏自ら戸別訪問し、すべての用地買収 完了するまでに四年の歳月を費やしている。
　昭和五一年に開発申請し、翌年七月に開発許可が降りて工事が始められ、第一回目の分譲地販売が行われている。その後




うか。このことについて 、山万発行の広報誌『夢百科』 （第十号第二版、二〇一六年）に次のような説明が付 ている。「環境破壊とは無縁の佐倉の豊かな自然を活かして『自然と都市機能が調和した二一世紀の新・環境都市』を創ろうと決意し、街の名前も開発テーマを象徴するものにした と考えました。そこ 、空気 清浄や殺菌作用があり、時 は樹高百メートル近い大木に なるというユーカリの木に着目 佐倉のきれいな空気 豊かな水がユーカリの木のよ にこ を大きく育んでくれるよう願いを込めて『 が丘』と名付けました。 」
　この説明文から分かる通り、山万ではユーカリという樹木を街の成長を象徴する存在として捉えているのである。この点
















































の街に住み続けようと 住民たちが創り上げてい なければならないものであり、その街をふるさと 感じるこ のできるのは、その街の住民 ち以外にはいないという意味である。
　ここに表象されたふるさと観は、自分が生まれた土地を指す過去志向のふるさと観ではなく、自分の子や孫が住み続ける














































二二年、喜多見を含む六つの村が合併して近代行政村としての砧村が成立する。砧村はこの時に名付けられた村名であり、地名である。新たにひとつの村として誕生 た砧村に対して、柳田は未来志向のふるさと観を抱き、 実ともにひとつの共同体となるように植樹を行った。樹木を媒介に 、元々他所者であった 人同士が心を通わせ こ ができるであろうとの願いからである。
　柳田自身だけでなく、子供や孫たちも住み続ける街として認識した時、初めてふるさと意識が芽生え、よりよい街づくり
へと向かうのである。その時ふるさと意識を支えるの 街の風景と歴史であった。自分自身を街 風景や歴史の中に位置けよう する である。このことは世田谷区民や川崎市民の意識調査によって明らかである。
　街の風景や歴史を背景に名付けられているのが地名に他ならない。地名は他の土地と区別するため、その土地の地形的特








から、より多くの住民が主 的に参加することが望まれる 柳田國男の説く国民ひとりひとりが歴史創造の主体者となるべきだとする創造主義民衆史観はまさ このことを指している。
　この創造主義民衆史観の立場から、街づくりに取り組んでいるのが山万である。ユーカリが丘という聞き慣れない、風変














長野隆之「 『渋谷』における地名認識の重層性」 『都市民俗研究』八 　二〇〇二年






















19）柳田國男「郷土研究と 土教育 二四 九一
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山下祐介『地方消滅の罠』筑摩書房 　二〇一四年 　二四七～二四八ページまた、住民参加による街づくりは各地で始まっている。柳田國男が百年前に説いた思想が花開いたわけであるが、そこに日本民俗学会の存在がないのは情けないことである。松下圭一『市民自治の政策構想』朝日新聞社 一九八〇高秀秀信『横浜発住民参加の道路 』かなしん出版 〇西川芳昭他編『市民参加のまちづくり 創成社 　二〇〇一年日本まちづくり協会編『 でつくる地域の計画・まちづくり』技術書院 　二〇〇二年西川芳昭他編『市民参加のまちづくり︱事例編 創成社 　二 五年伊佐淳他編『市民参加のまちづくり︱コミュニティ・ビジネス編』創成社 　二 〇七年日本建築学会編『水辺のまちづくり』技報堂出版 　二〇〇八年本田恭子『地域資源保全主体としての集落』農林統計協会 　二〇一三年福島浩彦『市民自治』ディスカヴァー・テゥエンティワン 　二 一四年梅津政之輔『太子堂・住民参加 学芸出版社 一五
（
34）牛島史彦「都市研究の課題について︱城下町の事例を通して」 『日本民俗学』一六六
千葉市でも祭りを通じたふるさと創生が行われ い ようだ。小河健太郎「地域の文化をつくる」 『都 俗研究』八 　二〇〇二年
（
35）芹澤清人『ふるさとの名は川崎』高文研 　一九九一年 　一二三ページ

